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リ
・
リ
ー
語
尾
命
令
形
と
は
、
「
起
キ
リ
」
、
「
起
キ
リ
ー
」
、
「
食
べ
リ
」
、

「
食
べ
リ
ー
」
の
よ
う
に
、
一
段
活
用
動
詞
の
命
令
形
語
尾
が
「
リ
」
、
「
リ
i
」

で
あ
る
も
の
を
言
う
。
こ
れ
は
「
起
き
な
さ
い
」
、
「
食
べ
な
さ
い
」
、
又
は
「
起

き
て
よ
」
「
食
べ
て
よ
」
相
当
で
、
「
起
キ
ロ
」
や
「
食
べ
レ
」
と
は
位
相
が
異

な
っ
て
い
る
。
「
懲
想
形
」
と
い
う
名
の
方
が
適
切
か
と
も
思
う
が
、
今
は
「
命

令
形
」
と
単
純
化
し
て
記
述
を
進
め
て
い
く
。

 
○
ア
ン
タ
 
オ
ケ
リ
ー
。
〈
少
女
↓
バ
ス
の
中
で
転
ん
だ
妹
〉

 
 
あ
ん
た
起
き
な
さ
い
よ
。

 
○
チ
ョ
ッ
ト
 
ミ
セ
リ
ー
。
〈
少
女
↓
少
女
〉

 
 
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
。

 
こ
の
二
文
は
一
九
五
五
年
に
北
九
州
市
若
松
区
で
聞
い
て
い
る
。
私
の
自
然

傍
受
カ
ー
ド
に
「
リ
（
1
）
」
語
尾
命
令
形
の
見
え
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
私
が
耳
に
つ
く
こ
と
ば
を
記
録
し
は
じ
め
た
の
が
こ
の
こ
ろ
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
以
前
に
は
言
わ
な
か
っ
た
と
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
一
九
三
〇
年

代
に
少
女
で
あ
っ
た
私
に
は
、
「
～
リ
（
1
）
」
を
口
に
し
た
記
憶
が
な
い
。
ま

た
同
様
に
北
九
州
市
域
に
生
ま
れ
育
っ
た
友
人
た
ち
も
「
私
ど
も
は
言
わ
な
か

っ
た
」
と
語
る
。
北
九
州
市
域
で
少
女
た
ち
が
り
（
1
）
語
尾
命
令
形
を
口
に

し
は
じ
め
た
の
は
、
五
十
年
前
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
下
関
市
域
の
ば
あ
い
も
、

ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
に
少
女
た
ち
が
口
に
し
は
じ
め
た
よ
う
で
、
四
十
代
の
女
性
た

ち
は
「
子
供
の
こ
ろ
“
オ
キ
リ
ー
 
ネ
”
、
“
タ
ベ
リ
ー
 
ネ
”
は
普
通
に
言
っ
 
刎

て
い
た
」
と
語
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＠

 
自
身
が
口
に
し
た
こ
と
の
な
い
、
こ
の
新
し
い
命
令
形
が
、
福
岡
県
域
、
ま

た
山
口
県
西
南
辺
で
し
だ
い
に
栄
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
報
告

し
、
地
図
化
も
行
な
っ
て
き
た
。
今
回
は
対
象
域
を
広
げ
て
そ
の
分
布
状
況
、

使
用
状
況
、
ま
た
こ
れ
の
待
遇
品
位
を
見
、
成
立
事
情
に
つ
い
て
も
考
え
て
み

た
い
。
な
お
、
リ
（
i
）
語
尾
命
令
形
の
一
展
開
で
あ
る
リ
ン
ナ
禁
止
形
に
つ

い
て
も
こ
の
稿
で
報
告
し
て
お
き
た
い
。

分
布
状
況

ま
ず
私
自
身
の
調
査
を
報
告
し
、

の
分
布
状
況
を
記
し
て
い
く
。

 
1
 
九
州
域
内
の
分
布
状
況

そ
の
後
に
諸
御
論
考
、
ま
た
言
語
地
図
上

リ
・
リ
ー
語
尾
命
令
形
の
考
察
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リ
（
1
）
語
尾
命
令
形
を
私
が
は
じ
め
て
報
告
し
た
の
は
、
『
研
究
紀
要
』

第
1
2
集
（
福
岡
県
立
若
松
高
等
学
校
郷
土
研
究
会
、
一
九
六
五
年
）
の
、
「
北

九
州
市
若
松
区
島
郷
生
活
語
に
お
け
る
動
詞
の
生
態
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ

れ
は
一
九
五
五
年
ご
ろ
か
ら
の
資
料
を
整
理
し
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

少
女
た
ち
の
言
う
「
ミ
セ
リ
ー
」
（
お
見
せ
よ
）
、
「
オ
ケ
リ
ー
」
（
起
き
な
さ
い
）

を
、
「
マ
チ
」
（
お
待
ち
よ
）
や
「
ツ
ギ
ー
」
（
湯
呑
み
に
お
茶
を
お
入
れ
よ
）

と
と
も
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
段
動
詞
の
リ
（
1
）
語
尾
命
令
形
が
五

段
動
詞
の
Ω
語
尾
命
令
形
と
と
も
に
あ
る
。
億
か
に
「
ミ
テ
ン
 
ミ
テ
ン
」

（
ほ
ら
ご
覧
よ
）
〈
少
女
↓
調
査
者
〉
や
、
「
イ
テ
 
ミ
ヨ
」
（
行
っ
て
ご
覧
）

〈
三
男
↓
幼
男
〉
が
あ
り
、
男
性
一
般
の
言
う
「
起
キ
レ
」
、
「
起
キ
i
」
も
あ

っ
て
、
命
令
形
は
多
様
で
あ
っ
た
。

 
こ
の
後
、
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
（
九
州
方
言
学
会
、
風
間
書
房
、
一

九
六
九
年
）
の
「
福
岡
県
」
の
章
に
も
、
私
は
「
近
時
、
東
北
域
の
少
女
の
間

に
は
ヤ
リ
ー
・
考
エ
リ
ー
式
命
令
表
現
が
盛
ん
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
ま

た
『
講
座
方
言
学
9
 
九
州
地
方
の
方
言
』
（
飯
曲
豆
毅
一
ほ
か
編
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
三
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 
 
 
豊
前
・
筑
前
で
は
「
ハ
ヨ
 
イ
キ
（
早
く
お
行
き
）
」
「
カ
シ
テ
 
ヤ
リ

 
 
一
（
貸
し
て
頂
戴
）
」
の
よ
う
な
連
用
形
命
令
表
現
法
が
、
若
い
女
性
の

 
 
問
に
栄
え
て
い
る
。
「
見
リ
」
「
出
リ
」
も
連
用
形
命
令
と
さ
れ
よ
う
。

 
 
「
起
キ
リ
」
「
受
ケ
リ
」
は
り
語
尾
命
令
法
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
に
な
っ
て

 
 
い
る
。

こ
の
時
、
「
見
リ
」
「
出
リ
」
を
連
用
形
命
令
と
し
た
の
は
、
語
幹
が
一
拍
の
一

段
動
詞
は
ラ
行
五
段
化
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
語
幹
が
、
二
拍
以
上
の
一
段

動
詞
の
五
段
化
は
不
安
定
で
あ
る
の
で
、
「
連
用
形
十
リ
」
命
令
形
と
考
え
た
。

（222）
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こ
れ
に
続
い
て
飯
塚
市
八
木
山
の
文
法
・
表
現
法
を
記
述
し
た
時
も
、
青
少

年
こ
と
に
女
子
が
、
五
段
動
詞
と
サ
変
・
力
変
動
詞
で
は
連
用
形
で
、
一
段
動

詞
で
は
連
用
形
に
「
リ
」
語
尾
を
添
え
た
形
で
命
令
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
、
た
だ
し
老
女
は
こ
れ
を
言
わ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
（
「
方
言
の
文
法
・

表
現
法
の
記
述
」
『
新
し
い
方
言
研
究
』
、
至
文
堂
、
一
九
八
五
年
）

 
リ
（
1
）
語
尾
命
令
形
、
ま
た
五
段
動
詞
の
Ω
語
尾
命
令
形
は
、
学
生
と
の

．
研
究
会
や
ゼ
ミ
の
調
査
項
目
と
し
て
も
た
び
た
び
採
り
上
げ
、
地
図
化
も
し
て

き
た
。

 
 
『
山
口
福
岡
両
県
接
境
地
域
言
語
地
図
集
』
（
岡
野
信
子
編
、
梅
光
女
学
院
．

大
学
方
言
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
一
九
七
六
年
）
中
に
は
「
食
べ
ろ
」
と
「
行
け
」

の
図
が
あ
る
。
今
、
福
岡
県
が
わ
の
状
況
だ
け
を
み
る
と
、
少
女
の
場
合
は
、

京
都
郡
・
北
九
州
市
・
遠
賀
郡
の
海
岸
一
八
地
点
と
島
の
二
地
点
の
計
二
十
地

点
の
全
地
点
に
、
「
タ
ベ
リ
ー
」
、
「
タ
ベ
リ
」
と
「
イ
キ
i
」
が
分
布
し
て
い
る
。

一
方
、
高
年
女
性
で
は
、
「
タ
ベ
リ
（
i
）
」
は
五
地
点
に
、
「
イ
キ
」
は
二
地

に
あ
っ
て
、
「
オ
イ
キ
ー
 
ナ
」
が
一
斗
に
あ
る
。

 
 
一
九
八
五
年
に
は
、
動
詞
の
活
用
形
調
査
を
中
学
生
を
対
象
に
行
な
っ
た
。

福
岡
県
が
わ
は
北
九
州
市
の
九
校
と
直
方
市
・
嘉
穂
郡
桂
川
町
の
各
一
校
の
中

学
二
年
生
一
学
級
の
調
査
で
あ
る
。
命
令
形
調
査
は
「
見
る
」
「
出
る
」
「
起
き

る
」
「
食
べ
る
」
「
借
り
る
」
「
借
る
」
に
つ
い
て
行
な
っ
た
が
、
ど
の
語
に
つ

い
て
も
、
男
女
生
徒
が
リ
（
1
）
語
尾
形
を
答
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
ど
の
中

学
校
で
も
レ
語
尾
命
令
形
と
の
併
存
で
得
ら
れ
て
い
て
、
女
子
で
は
り
（
1
）

語
尾
命
令
形
の
比
率
が
き
わ
め
て
高
い
が
、
男
子
で
は
逆
に
レ
語
尾
命
令
形
の

比
率
が
高
い
。
「
起
キ
ー
」
「
食
べ
一
」
な
ど
は
き
わ
め
て
ま
れ
に
一
、
二
の
学

校
で
わ
ず
か
に
聞
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
詳
細
は
『
梅
光
方
言
研
究
』
．
第

（223）
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1．10 ）皿非符号化事象の説明

●オキレ（今頃は雪わない）2．07

●オキリ（若い人から聞いたことがある）

            1．07 2．39

●オケリ（中学生から聞いたことがある）

2．26

●オキリー（使うときもある）2．24

●オキナ1．24

●オキロ2．23

●オキレ（聞いたことがある）2．31

●オキリ（聞いたことがある）2．37

深水真由美

  …

Oiオキー
  i （オキ 1．071．23）

  ｛〈オキーネ＞

  i  （オキ一回 1．30）

  ユ◎ iオケー 2、272，35

  ユムiオキレ

    （オキレー 2．04＞

▲iオキリ

ムiオキリ．

  …

四iオキナサイ
  i （オキナハイ 1．031，21）

  き

一1オキンカ
  と
⊥iオキンカナ

  i 〈オキンカネ＞

  i （オキンカネー 1，102、17）

  ロ＞iオキンネ

  …

（1オケンカ 2．292．33

「∩iオケンネ 2．242．272．38

  iオキン。，．

Ψ，
    オキンニャ 1．081．16

           1．20

    オキンニャーイケン1．22

四
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五
号
（
梅
光
女
学
院
大
学
方
言
研
究
会
・
同
短
期
大
学
部
方
言
研
究
会
、
一
九

八
六
年
）
に
記
し
て
い
る
。

 
ま
た
一
九
入
六
年
の
福
岡
県
域
調
査
で
は
、
県
下
の
一
二
一
二
地
点
で
、
高
年

男
性
と
中
学
生
男
子
に
「
起
き
ろ
」
と
「
せ
よ
」
を
聞
い
て
い
る
。
「
起
き
ろ
」

を
地
図
化
し
た
尺
一
と
二
二
は
『
福
岡
県
域
言
語
地
図
』
（
梅
光
女
学
院
大
学

方
言
研
究
会
、
一
九
八
七
年
）
中
の
図
で
あ
る
。
図
一
（
少
年
層
図
）
で
は
豊

前
と
筑
前
の
多
く
の
地
点
で
「
オ
キ
リ
（
1
）
」
が
得
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し

多
く
は
「
オ
キ
レ
（
1
）
」
と
の
併
存
で
あ
り
、
「
オ
キ
ー
」
や
「
オ
キ
ロ
」
と

の
併
存
も
い
く
ら
か
あ
る
。

 
日
常
、
男
子
中
学
生
ど
う
し
の
こ
と
ば
で
は
、
「
オ
キ
リ
（
i
）
」
を
あ
ま
り

耳
に
し
な
い
の
に
、
こ
の
調
査
で
こ
の
よ
う
に
多
く
答
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

 
図
 
五

 
 
 
 
．
謹

 
 
県
 
渉

 
 
 
9
 
 
 
 
ρ

 
 
口

岬
 
山
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県
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崎

 
 
 
長

宮崎県。
嬢
鹿児島県

調
査
者
が
女
子
大
生
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
お
姉
さ
ん
格
の
調
査
者

に
対
し
て
、
対
女
性
語
を
も
答
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
筑
後
域
で
は
「
オ

キ
リ
」
は
三
井
郡
北
野
町
の
一
骨
で
、
「
オ
キ
ラ
ン
 
カ
」
と
の
併
存
で
聞
け

た
だ
け
，
で
あ
る
。
高
年
男
性
で
は
図
二
に
見
え
て
い
る
よ
う
に
豊
前
市
岩
屋
の

一
地
で
「
オ
キ
リ
ー
」
を
聞
い
た
だ
け
で
、
こ
れ
も
「
オ
キ
ン
 
カ
」
と
の
併

存
で
あ
る
。

 
一
方
「
す
る
」
の
命
令
形
で
は
「
シ
ー
」
と
「
シ
リ
ー
」
が
、
少
年
層
図
上

に
は
豊
前
・
筑
前
に
あ
る
が
「
オ
キ
リ
ー
」
ほ
ど
多
く
得
ら
れ
て
は
い
な
い
。

ま
た
高
年
層
図
上
に
は
筑
前
の
四
地
に
「
シ
ー
」
、
二
地
に
「
シ
リ
ー
」
が
あ
っ

て
、
こ
れ
は
「
オ
キ
リ
ー
」
よ
り
は
多
く
聞
か
れ
て
い
る
。
「
セ
ロ
」
「
セ
ン

カ
」
「
シ
ェ
ン
 
カ
」
の
優
勢
な
筑
後
域
に
は
「
シ
i
」
、
「
シ
リ
ー
」
は
な
い
。

 
こ
の
後
、
一
九
八
九
年
に
行
な
っ
た
、
高
年
男
性
と
男
子
中
学
生
を
話
者
と

し
た
「
下
関
市
・
北
九
州
市
言
語
調
査
」
で
は
「
起
き
ろ
」
を
聞
い
て
い
る
。

北
九
州
市
の
三
十
五
地
点
の
う
ち
、
男
子
中
学
生
で
は
、
十
二
地
点
で
「
オ
キ

リ
」
が
「
オ
キ
レ
」
「
オ
キ
ン
 
カ
」
と
の
併
存
で
得
ら
れ
た
。
高
年
層
で
は

若
松
区
小
竹
の
一
地
で
「
オ
ケ
リ
」
を
聞
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

 
つ
づ
い
て
一
九
九
〇
年
に
は
、
．
同
断
で
女
子
高
校
生
と
高
年
女
性
を
対
象
者

と
し
て
方
言
調
査
を
行
な
っ
た
。
北
九
州
市
域
の
調
査
地
点
は
三
十
九
地
点
、

，
命
令
形
は
「
起
き
ろ
」
「
食
べ
ろ
」
「
行
け
」
を
聞
い
て
い
る
。
図
三
と
図
四
は

 
「
起
き
ろ
」
の
青
年
層
図
と
高
年
層
図
で
あ
る
。
分
布
状
況
は
図
上
に
見
え
て

い
る
と
お
り
で
、
昨
年
度
の
男
性
の
状
況
に
く
ら
べ
る
と
青
年
層
・
高
年
層
と

も
に
、
リ
（
1
）
語
尾
を
言
う
こ
と
は
は
る
か
に
優
勢
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ

に
図
は
あ
げ
て
い
な
い
が
高
年
層
で
も
青
年
層
で
も
、
「
タ
ベ
リ
（
一
）
」
は
「
オ

キ
リ
（
i
）
」
よ
り
さ
ら
に
優
勢
で
あ
っ
た
。
ま
た
五
段
動
詞
の
Ω
命
令
形
「
イ
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、

キ
（
1
）
」
は
女
子
高
校
生
で
は
全
地
点
で
得
ら
れ
、
高
年
層
で
も
き
わ
め
て

優
勢
で
あ
っ
た
。

 
こ
の
よ
う
な
調
査
に
続
け
て
一
九
九
一
年
に
は
、
梅
光
女
学
院
大
学
の
学
生

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。
調
査
語
は
、
1
食
べ
る
 
2
起
き
る
 
3

借
り
る
（
借
る
）
 
4
出
る
 
5
見
る
 
6
す
る
 
7
来
る
 
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
語
の
命
令
形
と
し
て
想
定
さ
れ
る
語
形
を
並
べ
、
そ
の
中
か
ら
自
己
の
使

用
語
形
を
選
ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
自
身
の
使
用
語
形
の
な
い
場
合
は
、

使
用
語
形
を
具
体
的
に
書
い
て
も
ち
っ
た
。

 
回
答
者
は
二
六
六
名
、
大
部
分
は
十
八
歳
か
十
九
歳
で
、
二
十
歳
、
二
十
一

歳
の
学
生
は
約
三
十
名
で
あ
る
。
学
生
た
ち
が
そ
の
言
語
形
成
期
を
過
ご
し
た

地
は
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
山
口
県
と
福
岡
県
が

多
い
。
な
お
、
沖
縄
県
出
身
の
学
生
は
リ
語
尾
を
答
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
別

に
考
え
る
べ
き
も
の
と
判
断
し
て
、
今
回
は
取
り
あ
げ
て
い
な
い
。

 
図
五
は
、
こ
の
よ
う
な
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
リ
（
i
）
命
令
形
の
分
布

域
の
概
略
図
で
あ
る
。

 
福
岡
県
域
出
身
者
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
学
生
は
六
十
八
名
で
あ
っ
た

が
、
リ
（
1
）
語
尾
命
令
形
を
言
う
と
答
え
た
者
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果

と
同
様
に
豊
前
・
筑
前
出
身
者
で
あ
る
。
た
だ
し
県
内
曲
直
前
出
の
分
布
は
県
境

を
越
え
て
大
分
県
中
津
市
・
東
国
東
郡
国
見
町
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
一
方
、

筑
前
域
分
布
に
続
い
て
筑
後
の
小
郡
市
、
佐
賀
県
の
鳥
栖
市
（
肥
前
）
で
も
こ

れ
を
言
う
と
答
え
て
い
る
。
筑
後
域
の
久
留
米
市
、
浮
羽
郡
の
学
生
た
ち
の
中

に
は
、
リ
（
1
）
語
尾
を
言
う
者
、
言
わ
な
い
者
が
ま
じ
っ
て
い
る
が
、
言
う

と
答
え
た
学
生
の
通
学
し
た
高
校
の
所
在
地
は
朝
倉
郡
あ
る
い
は
小
郡
市
で
あ

っ
た
。

リ
・
リ
ー
語
尾
命
令
形
の
考
察

 
地
図
五
に
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
福
岡
県
下
の
分
布
域
を
離
れ
て
、
佐
賀
県

西
北
域
の
伊
万
里
か
ら
長
崎
県
北
部
に
か
け
て
も
う
一
つ
の
分
布
域
が
あ
る
。

そ
の
地
点
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

 
 
佐
賀
県
伊
万
里
市
・
長
崎
県
松
浦
市
・
佐
世
保
市
・
北
松
浦
郡
佐
々
・
同

 
 
 
イ
キ
ツ
キ
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
 
ジ
 
カ

 
 
郡
生
月
島
・
同
郡
小
値
賀
島
・
壱
岐
島

 
こ
れ
ら
の
地
点
の
回
答
者
は
そ
れ
ぞ
れ
三
夏
あ
る
い
は
一
名
で
あ
る
。
佐
世

 
 
 
 
 
 
ハ
イ
キ

保
市
の
う
ち
の
早
岐
町
、
ま
た
北
松
浦
郡
小
値
賀
の
リ
（
1
）
命
令
形
は
長
崎

大
学
教
授
愛
宕
八
郎
康
隆
氏
の
教
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
壱
岐
島
で
リ

（
1
）
語
尾
命
令
形
を
言
う
こ
と
は
、
卒
業
生
平
川
典
子
姉
（
壱
岐
高
校
教
諭
）

の
教
示
を
受
け
た
。
な
お
、
早
岐
町
で
は
、
ま
た
福
岡
県
の
豊
前
域
の
学
生
た

ち
に
も
、
「
す
る
」
の
命
令
形
を
「
シ
リ
（
1
）
」
と
答
え
た
者
が
い
た
。
北
九

州
市
域
の
学
生
た
ち
の
中
に
は
、
こ
れ
を
「
変
な
言
い
方
」
と
批
評
す
る
者
も

い
る
。
た
だ
し
一
九
八
六
年
の
福
岡
県
域
の
男
性
調
査
で
も
「
シ
リ
ー
」
を
聞

い
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

 
こ
れ
ら
の
ほ
か
の
九
州
域
内
の
回
答
者
の
答
え
た
命
令
形
の
中
に
リ
（
1
）

語
尾
命
令
形
は
見
え
な
い
。
そ
の
地
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
 
書
斎
囲
八
女
市
・
八
女
郡
の
諸
地
・
三
潴
郡
三
潴
町
・
山
門
郡
山
川

 
 
町
・
大
牟
田
市
・
書
下
圓
凹
佐
賀
市
・
小
城
郡
小
城
町
・
武
雄
市
・
唐

 
 
津
市
・
團
寒
詣
諌
早
市
・
南
高
来
郡
南
串
山
・
長
崎
市
・
西
彼
杵
郡

 
 
長
与
・
南
松
浦
郡
有
川
・
奈
良
尾
（
五
島
列
島
中
通
島
）
・
下
県
郡
美
津

 
 
島
町
（
対
馬
）
・
關
園
熊
本
市
・
八
代
郡
千
丁
町
・
水
俣
市
・

 
 
圃
圓
囲
大
口
市
・
鹿
児
島
市
∴
回
圃
囲
都
城
市
・
宮
崎
市
・
延
岡

 
 
市
・
□
囚
囹
囲
津
久
見
市
・
玖
珠
郡
玖
珠
町
・
別
府
市

 
今
回
の
調
査
で
、
一
段
動
詞
の
リ
（
i
）
語
尾
命
令
形
を
言
う
地
域
と
言
わ
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な
い
地
域
と
は
こ
の
よ
う
に
分
れ
た
が
、
リ
（
1
）
語
尾
命
令
形
を
言
う
地
域

に
は
「
シ
ー
」
（
し
な
さ
い
）
、
「
キ
ー
」
（
斜
な
さ
い
）
が
あ
り
、
リ
（
1
）
命

令
形
を
言
わ
な
い
地
域
に
は
こ
れ
ら
も
な
い
。
一
段
動
詞
の
リ
（
1
）
命
令
形

を
言
う
地
域
の
中
に
は
「
シ
リ
ー
」
（
し
な
さ
い
）
を
言
う
所
も
あ
る
こ
と
は

す
で
に
述
べ
た
。

 
と
こ
ろ
で
豊
前
域
・
筑
前
域
の
分
布
と
肥
前
北
部
沿
岸
島
懊
の
分
布
は
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
回
の
学
生
の
報
告
に
よ
れ
ば
恩
恵
の
分

布
は
離
れ
て
い
る
が
、
海
岸
線
を
綿
密
に
調
査
し
て
い
け
ば
、
こ
の
分
布
は
あ

る
い
は
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
離
れ
て
分
布
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る

こ
と
は
、
た
と
え
ば
『
瀬
戸
内
海
言
語
管
巻
 
上
巻
』
（
藤
原
与
一
著
、
東
京

大
学
出
版
会
、
「
九
七
四
年
）
の
4
4
「
見
ら
ん
・
見
れ
」
、
5
5
「
行
き
」
（
命
令

表
現
法
）
の
図
上
に
明
ら
か
で
あ
る
。

 
図
上
の
九
州
は
周
防
灘
沿
岸
で
、
4
4
「
見
ら
ん
・
見
れ
」
で
は
、
少
年
層
図

に
は
福
岡
県
京
都
郡
の
一
堂
に
「
ミ
ザ
」
が
あ
り
、
老
年
層
図
に
は
見
え
な
い
。

ま
た
5
5
「
行
き
」
で
は
、
少
年
層
図
上
に
は
大
分
県
下
の
沿
岸
平
地
と
姫
島
、

福
岡
県
下
は
調
査
全
地
点
の
甘
地
に
「
イ
キ
（
i
）
」
が
見
え
て
い
る
。
老
年

層
図
上
に
は
見
え
な
い
。

 
福
岡
県
域
の
「
タ
ベ
リ
（
i
）
」
に
つ
い
て
は
、
陣
内
正
敬
氏
が
、
県
下
の

八
高
校
と
佐
賀
市
の
＝
再
校
の
男
女
計
四
一
二
各
の
調
査
結
果
を
『
都
市
化
と

方
言
-
福
岡
市
及
び
そ
の
近
郊
地
域
一
』
（
一
九
八
五
年
）
で
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
「
北
部
九
州
の
新
方
言
」
（
『
九
州
方
言
の
史
的
研
究
』
奥
村
三
雄
、
桜
楓

社
、
一
九
八
九
年
）
中
で
も
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
氏
の
調

査
で
は
、
筑
後
域
の
久
留
米
市
・
柳
川
市
・
大
牟
田
市
・
ま
た
肥
前
の
佐
賀
市

で
も
低
い
比
率
な
が
ら
リ
（
一
）
語
尾
命
令
形
を
言
っ
て
お
り
、
全
般
に
男
女

差
は
な
か
っ
た
。

 
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
筑
後
の
リ
（
1
）
語
尾
命
令
形
は
筑
前
あ
る
い
は

曲
豆
前
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
る
点
で
は
陣
内
氏
も
私
も
同
じ
で
あ
る
が
、

筑
後
域
の
分
布
状
況
、
ま
た
リ
（
1
）
語
尾
域
に
お
け
る
男
女
差
の
有
無
が
い

く
ら
か
異
な
る
。
こ
れ
は
こ
の
命
令
形
が
目
下
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
証
明

し
て
い
よ
う
。
活
獲
に
動
い
て
い
る
事
象
の
調
査
で
は
、
対
象
者
が
異
な
り
、

調
査
語
が
異
な
る
時
は
、
い
く
ら
か
違
っ
光
結
果
が
出
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

 
つ
ぎ
に
九
州
の
外
の
状
況
を
見
て
い
こ
う
。

 
2
 
九
州
以
外
の
地
域
の
分
布
状
況

 
九
州
以
外
で
は
、
こ
れ
ま
で
お
も
に
長
門
域
の
リ
語
尾
命
令
に
注
目
し
て
き

た
が
、
こ
れ
を
命
令
形
と
す
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
て
、
「
山
口
県
日
本
海
沿

岸
島
喚
の
方
言
の
待
遇
表
現
法
」
（
『
日
本
文
学
研
究
』
第
一
二
号
、
梅
光
女
学
 
 
劉

院
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
七
六
年
）
で
は
、
“
リ
語
尾
勧
奨
表
現
”
と
し
て
 
 
陀

い
る
。
こ
れ
に
は
曲
起
草
郡
の
黒
井
で
聞
い
た
「
タ
ベ
リ
ー
 
ネ
。
オ
イ
シ
ー

ヨ
」
〈
少
女
↓
少
女
〉
を
あ
げ
た
後
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 
 
少
女
た
ち
の
一
段
活
用
動
詞
勧
奨
表
現
で
は
、
「
オ
キ
ー
 
ネ
」
・
「
タ

 
 
ベ
ー
 
ネ
」
・
「
デ
ー
 
ネ
」
よ
り
も
、
「
オ
キ
リ
ー
 
ネ
」
・
「
タ
ベ

 
 
リ
ー
 
ネ
」
・
「
デ
リ
ー
 
ネ
」
を
用
い
る
ほ
う
が
、
優
勢
に
な
り
つ
つ

 
 
あ
る
。
文
末
詞
を
添
え
ず
、
「
タ
ベ
リ
ー
」
だ
け
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

 
 
（
中
略
）
”
勧
奨
表
現
に
お
け
る
「
リ
」
音
尾
好
み
”
と
で
も
言
っ
た
も

 
 
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
勢
力
は
サ
変
動
詞
に
も
及
ん
で
、
「
シ
リ
ー
 
ネ
」

 
 
（
な
さ
い
よ
）
と
も
言
う
。
見
島
の
小
学
生
か
ら
は
「
セ
リ
ー
 
ヤ
」
を

 
 
聞
い
た
。

 
こ
の
よ
う
な
リ
語
尾
勧
奨
表
現
は
五
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
勧
奨
表
現
（
Ω



勧
奨
表
現
）
と
と
も
に
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
チ
ョ
ッ
ト
 
ア
ガ
リ
ー
 
ネ
」

（
ち
ょ
っ
と
お
上
が
り
よ
）
〈
少
女
↓
少
女
〉
、
「
ハ
ヨ
 
イ
キ
ー
」
、
「
ア
ッ
チ
ー

ア
ガ
リ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
分
布
状
況
を
く
わ

し
く
記
し
て
は
い
な
い
が
、
五
段
動
詞
の
連
用
形
勧
奨
法
は
、
長
門
全
域
で
全

年
層
の
女
性
が
こ
れ
を
言
っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
稿
に
は
記
し
て
い
な
い
が
、

下
関
市
六
連
島
で
は
一
九
七
五
年
に
、
高
年
女
性
が
娘
婿
に
「
ト
ー
チ
ャ
ン

オ
シ
エ
テ
 
ア
ゲ
リ
」
（
お
父
さ
ん
、
先
生
に
教
え
て
あ
げ
な
さ
い
よ
）
と
言
っ

た
の
を
聞
い
て
い
る
。

 
九
州
域
の
状
況
を
述
べ
る
時
に
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
同
じ
年
の
『
山
口
福

岡
両
県
接
境
地
域
言
語
地
図
集
』
に
は
「
行
け
」
と
「
食
べ
ろ
」
の
図
が
あ
る
。

山
口
県
が
わ
の
調
査
地
点
は
厚
狭
郡
・
下
関
市
・
豊
浦
郡
の
海
岸
と
島
の
；
二

地
点
、
話
者
は
九
州
と
同
じ
で
女
性
で
あ
る
。
「
行
け
」
の
少
年
層
図
上
に
は
、

「
イ
キ
ー
 
ネ
」
、
「
イ
キ
ー
」
、
「
イ
キ
」
の
ど
れ
か
が
全
地
点
に
あ
り
、
こ
れ

ら
が
併
存
し
て
い
る
地
点
も
あ
る
。
高
年
層
図
で
は
「
オ
イ
キ
ー
 
ナ
」
が
も

っ
と
も
優
勢
で
、
「
オ
イ
キ
」
、
「
オ
イ
キ
i
」
も
あ
る
。
「
イ
キ
ー
 
ヤ
」
は
厚

狭
郡
海
岸
の
一
拉
に
「
オ
イ
キ
ー
 
ナ
」
と
の
併
存
で
見
え
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
ま
た
「
食
べ
ろ
」
の
少
年
層
図
上
に
は
「
タ
ベ
リ
ー
」
あ
る
い
は
「
タ
ベ

リ
ー
 
ネ
」
が
全
地
点
に
あ
り
、
、
「
タ
ベ
リ
」
も
九
州
に
近
い
二
地
に
見
え
る
。

一
方
、
高
年
層
図
上
に
「
タ
ベ
リ
ー
 
ナ
」
ま
た
は
「
タ
ベ
リ
ー
」
、
「
タ
ベ
リ
」

が
見
え
る
の
は
、
北
島
・
六
連
島
・
蓋
井
島
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
対
岸

の
福
岡
県
が
わ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
少
年
層
図
上
の
状
況
は
と
も
に
全
地
点

に
リ
（
1
）
語
尾
が
あ
っ
て
変
ら
な
い
。
高
年
層
図
の
場
合
、
分
布
地
点
数
に

さ
し
た
る
違
い
は
な
い
が
、
福
岡
県
が
わ
の
方
が
分
布
域
が
広
い
。

 
一
九
八
五
年
の
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
動
詞
の
活
用
形
調
査
は
、
山
口
県

リ
・
リ
ー
語
尾
命
令
形
の
考
察

が
わ
は
宇
部
市
の
一
校
と
下
関
市
の
四
校
で
あ
る
。
リ
（
1
）
語
尾
を
言
う
比

率
は
北
九
州
市
域
よ
り
低
く
、
こ
と
に
宇
部
市
の
男
子
中
学
生
は
調
査
語
五
語

の
中
で
、
「
出
リ
」
を
二
人
が
報
告
し
た
だ
け
で
あ
る
。
男
女
差
が
見
え
る
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ

と
は
北
九
州
市
域
と
同
様
で
あ
る
。

 
一
九
八
九
年
調
査
の
下
関
が
わ
の
調
査
地
点
は
三
十
五
地
点
で
あ
る
が
、
こ

の
中
の
五
地
点
で
中
学
生
男
子
が
、
「
オ
キ
リ
」
ま
た
は
「
オ
キ
リ
ー
 
ネ
」
、

「
オ
キ
リ
ー
 
ヤ
」
を
「
オ
キ
レ
」
と
の
併
存
で
答
え
て
い
る
。
リ
語
尾
命
令

は
北
九
州
市
域
よ
り
劣
勢
で
あ
る
。
高
年
層
図
上
に
リ
語
尾
事
象
は
ま
っ
た
く

見
え
な
い
。

 
つ
づ
い
て
行
な
っ
た
一
九
九
〇
年
の
、
女
性
を
対
象
と
し
た
「
起
き
ろ
」
の

調
査
結
果
は
図
三
と
図
四
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。
リ
（
1
）
語
尾
命
令
形
の
、

高
年
者
と
女
子
高
校
生
の
差
は
北
九
州
市
の
場
合
よ
り
著
し
い
。
「
起
キ
リ

（
1
）
」
よ
り
は
「
食
べ
リ
（
1
）
」
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
は
北
九
州
市
の
場
合

と
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
行
キ
（
1
）
」
は
北
九
州
市
域
よ
り
優
勢
で
、
高

年
層
図
上
に
も
彦
島
・
六
連
島
を
除
く
全
地
点
に
分
布
が
見
え
て
い
る
。

 
リ
（
…
）
語
尾
命
令
形
の
下
関
が
わ
の
こ
の
よ
う
な
分
布
状
況
は
、
こ
れ
が

北
九
州
市
が
わ
か
ら
伝
播
し
た
こ
と
を
見
せ
て
い
る
と
も
見
え
る
が
、
独
自
に

成
立
し
て
い
る
可
能
性
も
十
分
半
っ
て
断
じ
が
た
い
。
五
段
動
詞
の
連
用
形
命

令
は
下
関
市
域
に
早
く
伝
わ
っ
て
や
が
て
北
九
州
市
域
に
及
ん
だ
状
況
は
、

『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
の
5
5
「
行
き
」
の
図
上
に
見
え
て
い
る
。

 
一
九
九
一
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
項
目
・
方
法
・
対
象
者
な
ど
に
つ
い
て

は
九
州
分
布
を
見
る
時
に
す
で
に
述
べ
て
い
る
。
九
州
以
外
で
リ
（
1
）
語
尾

命
令
形
を
言
う
こ
と
の
盛
ん
な
の
は
下
関
市
と
曲
豆
浦
郡
で
あ
っ
た
。
豊
浦
郡
に

続
く
大
津
郡
の
日
置
町
、
さ
ら
に
北
部
の
萩
市
の
学
生
も
「
来
る
」
の
命
令
形
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以
外
は
す
べ
て
リ
空
語
尾
形
を
報
告
し
て
い
る
。
「
タ
ベ
リ
ー
ッ
 
チ
ャ
」
（
お

食
べ
っ
て
ば
）
、
「
シ
リ
ー
 
ヤ
」
（
な
さ
い
よ
）
の
よ
う
に
文
末
詞
を
添
え
て

言
っ
て
い
る
。
萩
市
見
島
の
状
況
は
今
回
の
調
査
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
沖
合

は
る
か
の
こ
の
島
で
、
少
女
た
ち
が
「
セ
リ
ー
 
ヤ
」
（
な
さ
い
よ
）
を
言
っ

て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
い
る
。

 
阿
武
郡
旭
村
・
阿
東
町
・
山
口
市
・
小
野
田
市
・
宇
部
市

 
こ
れ
ら
の
地
点
で
は
、
複
数
の
回
答
者
の
中
に
、
「
食
べ
リ
ー
 
ネ
」
、
「
出

リ
ー
 
ネ
」
は
言
う
が
、
「
起
キ
リ
ー
」
「
借
り
リ
ー
」
「
見
リ
ー
」
は
言
わ
な

い
と
答
え
た
学
生
も
い
る
。
ま
た
「
食
べ
リ
ー
 
ネ
」
も
言
う
が
「
食
べ
サ
ン
」

（
食
べ
な
さ
い
）
が
お
も
だ
と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。
海
添
い
の
長
門
西
国
域

よ
り
、
リ
（
1
）
語
尾
は
い
く
ら
か
弱
勢
で
あ
る
。
も
っ
と
も
Ω
語
尾
の
「
シ

i
」
、
「
キ
ー
」
（
来
な
さ
い
）
は
ど
の
地
点
で
も
優
勢
で
あ
る
。

 
光
市
・
大
島
郡
橘
町
（
周
防
大
島
）

 
県
東
部
で
あ
り
な
が
ら
こ
の
二
地
は
リ
（
i
）
語
尾
命
令
形
を
言
い
、
「
シ
ー
」
、

「
キ
ー
」
も
言
う
。
橘
町
の
学
生
は
「
食
べ
ン
サ
イ
」
「
シ
ン
サ
イ
」
な
ど
の
「
～

ナ
サ
イ
」
こ
と
ば
と
併
用
す
る
と
報
告
し
て
い
る
。

 
リ
（
1
）
語
尾
命
令
形
を
言
う
と
報
告
さ
れ
た
の
は
以
上
で
、
以
下
は
言
わ

な
い
と
報
告
の
あ
っ
た
地
点
で
あ
る
。

 
 
圓
旧
圏
阿
武
郡
阿
東
町
徳
佐
・
美
祢
市
・
防
府
市
・
熊
毛
郡
田
布
施

 
 
町
・
平
生
町
・
玖
珂
郡
錦
町
・
斎
忌
遡
摩
郡
仁
摩
町
・
平
田
市
・

 
 
墨
壷
困
山
県
郡
戸
河
内
町
・
豊
田
郡
瀬
戸
田
町
（
生
口
島
）
・
安
芸
津

 
 
町
・
賀
茂
郡
黒
瀬
町
・
三
次
市
・
甲
奴
郡
上
下
町
・
尾
道
市
・
福
山
市
・

 
 
［
岡
川
囲
井
原
市
・
圓
岡
谷
徳
島
市
・
［
圓
圃
圓
」
姫
路
市
・
美
方
郡
温

 
 
泉
町
・
團
閣
筆
新
潟
市
・
岡
岡
囲
静
岡
市
・
田
閲
閑
囲
船
橋
市
・

 
 
圏
團
札
幌
市
・
札
幌
郡
の
諸
地
・
恵
庭
市
・
千
歳
市
・
河
西
郡
芽
室

 
 
町
・
空
知
郡
南
幌
町

 
こ
れ
ら
の
諸
地
の
中
の
静
岡
県
以
東
の
地
点
、
ま
た
日
本
海
が
わ
の
新
潟
市
、

兵
庫
県
美
方
郡
温
泉
町
と
島
根
県
の
二
地
に
は
「
シ
ー
」
、
「
キ
ー
」
も
な
い
。

い
わ
ゆ
る
連
用
形
命
令
を
言
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

 
私
の
調
査
は
以
上
で
あ
る
が
、
本
土
域
の
リ
語
尾
命
令
形
は
、
諸
氏
の
著
書
・

論
文
・
言
語
地
図
の
上
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

 
『
瀬
戸
内
海
言
語
手
巻
』
の
話
者
は
女
性
で
あ
る
が
、
4
4
「
行
き
」
の
老
年

層
図
上
に
は
「
イ
キ
」
又
は
「
イ
キ
ー
」
が
近
畿
沿
岸
と
淡
路
島
に
優
勢
で
、

中
国
・
四
国
に
は
主
と
し
て
島
々
に
分
布
が
見
え
る
。
少
年
層
図
上
に
は
「
イ

キ
i
」
が
い
ち
だ
ん
と
優
勢
で
、
山
口
県
下
に
は
沿
岸
域
一
帯
に
も
分
布
が
広

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
4
4
「
見
れ
」
に
「
ミ
リ
」
「
ミ
リ
ー
」
を

答
え
て
い
る
の
は
ず
っ
と
少
な
い
。
老
年
層
図
上
に
は
大
阪
府
泉
大
津
市
、
淡

路
島
の
そ
れ
ぞ
れ
一
地
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
少
年
層
図
上
に
は
い
く
ら
か

ふ
え
て
、
淡
路
島
、
愛
媛
県
大
三
島
、
山
口
県
の
周
防
大
島
に
点
々
と
見
え
て

い
る
。
ま
た
5
7
「
す
る
な
」
の
少
年
層
図
上
に
は
「
ヤ
メ
リ
」
「
ヤ
メ
リ
ー
」
が
、

こ
れ
も
淡
路
島
・
大
三
島
・
周
防
大
島
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
分
布
が
見
え
て
い

る
。

 
『
方
言
敬
語
法
の
研
究
』
（
藤
原
与
一
、
春
陽
堂
、
一
九
七
八
年
）
に
は
「
動

詞
連
用
形
を
用
い
る
尊
敬
表
現
法
」
の
章
が
あ
り
、
こ
れ
の
本
場
は
近
畿
・
四

国
の
よ
う
だ
と
あ
る
。
た
だ
し
長
野
県
北
部
、
伊
豆
諸
島
の
三
宅
島
、
群
馬
県

前
橋
市
北
郊
の
一
村
で
こ
の
言
い
か
た
を
得
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

 
「
食
べ
リ
」
、
「
オ
リ
リ
」
（
下
り
な
さ
い
）
な
ど
、
一
段
動
詞
の
リ
語
尾
命

令
形
を
言
う
地
域
、
地
点
と
し
て
は
、
香
川
県
西
部
、
大
阪
府
下
和
泉
地
方
、
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前
橋
市
東
北
郊
の
一
村
が
あ
が
っ
て
お
り
、
長
野
県
下
に
つ
い
て
は
「
北
信
に

”
見
リ
”
“
タ
ベ
リ
”
が
あ
る
と
い
う
」
と
あ
る
。

 
群
馬
県
下
の
高
崎
市
で
女
性
や
子
供
が
「
書
キ
ー
」
「
取
り
ー
」
「
受
ケ
リ
ー
」

「
シ
リ
ー
」
（
し
な
さ
い
）
を
言
う
こ
と
は
、
「
群
馬
県
の
方
言
」
（
杉
村
孝
夫
、

『
講
座
方
言
学
』
5
、
一
九
八
四
年
）
に
見
え
て
い
る
。

 
『
方
言
敬
語
法
の
研
究
』
に
は
、
愛
知
県
下
の
三
河
地
域
で
は
「
見
リ
ン
」
、

「
寝
リ
ン
」
の
よ
う
に
「
ン
」
を
添
え
て
言
う
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
「
方
言
敬
語
法
体
系
の
方
言
地
理
学
的
考
察
-
愛
知
県
地
方
域
方
言
の
ば

あ
い
」
（
江
端
義
夫
、
『
国
文
学
孜
』
第
九
十
号
、
一
九
八
一
年
）
に
も
記
述
さ

れ
、
「
タ
ベ
リ
ン
」
（
お
あ
が
り
な
さ
い
）
が
老
年
層
よ
り
は
少
年
層
で
優
勢
な

状
況
の
見
え
て
い
る
地
図
も
あ
る
。

 
「
尾
張
知
多
半
島
の
一
小
方
言
の
敬
語
法
」
（
江
端
義
夫
、
『
方
言
研
究
叢
書
』

第
八
巻
、
藤
原
与
一
編
修
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
八
年
）
は
知
多
市
南
粕
谷

の
方
言
を
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
「
タ
ベ
リ
 
ノ
」
（
お
食
べ
な
さ
い
な
）

〈
五
十
代
女
4
五
十
代
女
〉
が
あ
が
っ
て
い
る
。

 
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
2
（
国
立
国
語
研
究
所
、
一
九
九
一
年
）
は
動
詞

活
用
形
の
地
図
で
、
調
査
は
高
年
男
性
を
話
者
と
し
て
、
一
九
七
九
～
八
一
年

の
間
に
行
な
わ
れ
た
。
リ
語
尾
命
令
形
は
位
相
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
図
上
に
は
ま
ず
現
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

 
姫
路
市
的
形
町
に
は
、
8
5
「
起
き
ろ
」
に
「
オ
キ
レ
」
「
オ
キ
」
と
併
存
で
「
オ

キ
リ
」
が
あ
る
。
ま
た
8
7
「
開
け
ろ
」
に
「
ア
ケ
リ
」
と
「
ア
ケ
ン
カ
イ
」
、

90

u
来
い
」
に
「
キ
ー
」
と
「
コ
イ
」
が
あ
る
。

 
東
京
都
（
大
島
支
庁
）
利
島
村
の
ば
あ
い
は
い
ず
れ
も
三
明
で
、
8
5
起
キ
リ
、

 
 
 
 
 
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ケ
 
 
 
 
 
 
 
シ

86

ｩ
リ
、
8
7
開
ケ
リ
、
8
8
任
カ
セ
リ
、
8
9
蹴
り
、
9
1
為
り
 
で
あ
る
。
た
だ
し

リ
・
リ
ー
語
尾
命
令
形
の
考
察

「
来
る
」
の
命
令
形
は
「
コ
ー
」
で
あ
る
。

 
愛
知
県
渥
美
郡
渥
美
町
江
比
間
で
は
、
8
5
に
オ
キ
リ
ン
が
オ
キ
ン
・
オ
キ
レ

ヨ
・
オ
キ
ョ
ー
ヨ
と
併
存
、
8
6
に
ミ
リ
ン
と
ミ
ョ
i
、
8
7
に
ア
ケ
リ
ン
と
ア
キ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ

ョ
ー
ヨ
、
8
9
に
ケ
リ
ン
と
ケ
レ
、
9
0
に
来
ン
と
コ
イ
、
9
1
に
セ
リ
ン
と
シ
ョ
ー

ヨ
が
あ
る
。

 
な
お
、
一
段
動
詞
で
は
レ
語
尾
命
令
形
が
一
般
で
あ
る
北
海
道
と
新
潟
の
状

況
を
見
る
た
め
、
北
海
道
は
小
野
米
一
氏
、
新
潟
市
は
大
橋
勝
男
氏
に
調
査
の

世
話
を
依
頼
し
た
。
北
海
道
は
城
野
光
一
教
諭
の
お
世
話
で
札
幌
郡
広
島
町
の

北
海
道
北
広
島
高
等
学
校
一
年
生
男
女
四
十
六
名
の
回
答
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
新
潟
は
三
村
孝
志
教
諭
の
お
世
話
で
新
潟
市
立
上
山
中
学
校
二

年
生
男
女
三
十
六
名
の
回
答
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
梅
光
女
学
院
大
学

で
の
調
査
と
同
じ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
、
一
段
動
詞
の
リ
語
尾
命
令
形
も
五
 
 
鋤

段
動
詞
の
Ω
語
尾
命
令
形
も
と
も
に
な
か
っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
巴

 
こ
れ
ま
で
に
見
得
て
い
る
リ
（
1
）
語
尾
命
令
形
の
分
布
状
況
は
以
上
で
あ

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
二
 
待
遇
品
位

 
諸
氏
の
論
述
と
自
身
の
調
査
と
を
合
わ
せ
考
え
る
時
、
リ
（
1
）
語
尾
命
令

形
の
待
遇
品
位
に
は
地
域
差
が
あ
り
そ
う
に
思
え
る
。
福
岡
県
下
・
山
口
県
下

の
状
況
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
日
常
の
気
楽
な
会
話
の
中
で
、
主
と
し

て
女
性
、
こ
と
に
若
い
女
性
が
同
年
以
下
の
人
々
に
言
う
こ
と
ば
で
あ
る
。
た

と
え
年
下
で
あ
っ
て
も
、
母
親
が
子
供
に
き
ち
ん
と
言
う
時
に
は
「
起
キ
ナ
サ

イ
」
で
あ
っ
て
「
起
キ
リ
ー
」
で
は
な
い
。

 
年
長
者
に
は
言
え
な
い
、
改
ま
っ
た
場
席
で
は
言
わ
な
い
と
い
う
使
用
状
況



か
ら
す
れ
ば
、
敬
語
と
は
言
い
に
く
い
。
た
だ
し
、
「
食
べ
ロ
」
や
「
食
べ
レ
」

に
く
ら
べ
れ
ば
優
し
い
こ
と
ば
で
、
親
愛
語
と
言
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の

命
令
形
の
優
し
さ
は
、
リ
音
が
顎
音
や
レ
音
よ
り
は
優
し
い
響
き
で
あ
る
こ
と
、

 
 
 
 
一
～
 
 
 
 
 
 
 
 
～

 
 
 
 
 
 
 
「
タ
ベ
リ
ー
」
の
よ
う
な
上
昇
調
、
「
タ
ベ
リ
ー
」
の
よ
う

ま
た
「
タ
ベ
リ
」
、

な
持
ち
か
け
調
子
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
も
い
よ
う
。
山
口
県
下
で
は
、

「
タ
ベ
リ
ー
 
ネ
」
や
「
タ
ベ
リ
ー
 
ヤ
」
の
よ
う
に
文
末
詞
を
添
え
て
優
し

さ
を
さ
ら
に
添
え
て
い
る
。
「
タ
ベ
リ
ッ
 
チ
ャ
」
（
食
べ
な
さ
い
っ
て
ば
）
は

や
や
き
つ
い
が
可
愛
い
口
調
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
こ
の
命
令
形
に
対
す
る
評
価
は
今
の
と
こ
ろ
肯
定
も
否
定
も
あ
っ

て
定
ま
ら
な
い
。
肯
定
す
る
者
は
「
か
わ
い
い
」
、
「
優
し
い
」
、
「
簡
潔
で
よ
い
」

と
言
い
、
否
定
す
る
者
は
、
「
あ
ら
わ
に
す
ぎ
る
」
、
「
き
つ
い
」
、
「
き
れ
い
で

な
い
」
な
ど
と
言
う
。
こ
れ
を
言
わ
な
い
地
域
か
ら
来
て
い
る
学
生
は
、
使
い

 
 
 
 
 
i
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
r
㍉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

な
れ
た
「
タ
ベ
サ
ン
」
（
山
口
県
）
、
「
タ
ベ
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ネ
」
（
筑
後
）
、
「
タ
ベ
ナ
ッ
セ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

（
熊
本
市
）
、
「
オ
タ
ベ
ー
」
、
「
タ
ベ
ン
」
（
松
山
）
な
ど
と
比
較
し
て
、
「
乱
暴
だ
」
、

「
は
す
っ
ぱ
な
感
じ
」
な
ど
と
か
な
り
き
び
し
い
。
こ
れ
が
東
京
か
ら
入
っ
て

き
た
語
形
で
な
い
こ
と
が
、
自
由
な
否
定
を
も
許
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
新
し
い
形
は
肯
否
両
論
を
受
け
な
が
ら
、
あ
る
も
の
は
生
き
の
び
根
付
き
、

あ
る
も
の
は
消
え
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
リ
（
一
）
語
尾
命
令
形
は
次
第
に
根

付
く
状
況
を
言
語
地
図
上
に
も
見
せ
て
い
る
。

三
 
成
立
と
転
開

 
一
段
動
詞
の
リ
語
尾
命
令
形
の
成
立
に
関
し
て
は
、
こ
れ
が
五
段
動
詞
・
サ

変
動
詞
の
Ω
語
尾
命
令
形
を
言
う
地
域
・
地
点
に
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い

る
。
ラ
行
五
段
動
詞
の
中
で
語
幹
末
が
i
冷
e
の
語
の
命
令
形
，
「
切
り
」
、
「
蹴

 
 
 
ハ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ネ

リ
」
、
 
「
入
り
」
、
「
走
り
」
、
「
帰
り
」
、
「
捻
り
」
に
類
推
す
れ
ば
、
「
見
リ
」
、

「
出
リ
」
、
「
寝
リ
」
、
「
起
キ
リ
」
、
「
食
べ
リ
」
な
ど
を
言
う
の
は
不
自
然
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
リ
語
尾
命
令
形
は
五
段
動
詞
の
Ω
命
令
形
を
言
う
所
な
ら

ば
ど
こ
で
言
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
現
に
防
府
市
1
こ
こ
は
9

命
令
形
は
言
う
が
り
語
尾
命
令
形
は
言
わ
な
い
一
の
学
生
は
、
な
に
か
の
は
ず

み
に
「
寝
リ
ー
」
と
言
っ
て
大
笑
い
し
た
と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
リ
語
尾
命
令
形
が
、
た
と
え
ば
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
 
上
巻
』
図
上

で
は
、
大
阪
府
の
沿
岸
一
地
以
外
は
島
々
に
点
々
と
見
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
私
の
調
査
で
は
近
畿
以
西
で
ま
と
ま
っ
た
分
布
域
を
見
せ
る
の
は
、
九
州

北
部
と
山
口
県
西
南
辺
で
あ
る
。
こ
れ
は
り
語
尾
が
空
間
的
に
は
中
央
に
比
較

的
遠
い
所
、
心
理
的
に
は
言
語
上
の
規
範
や
規
制
の
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
所
に

生
ま
れ
栄
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

 
と
こ
ろ
で
九
州
の
北
部
域
で
は
、
一
段
動
詞
の
男
性
語
の
命
令
形
語
尾
は
レ

で
あ
る
。
女
性
が
口
に
す
る
リ
語
尾
命
令
形
は
レ
音
よ
り
は
聞
こ
え
の
優
し
い

リ
音
を
言
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
学
生
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
に
も
こ
の
よ
う
な

理
解
を
記
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
下
関
市
や
曲
豆
浦
郡
も
中
高
年
男
性
は
「
起
キ

i
」
、
「
食
べ
一
」
で
あ
る
が
、
青
・
少
年
層
で
は
「
オ
キ
レ
」
、
「
タ
ベ
レ
」
が

優
勢
で
あ
る
。
他
地
の
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
『
方
言
文
法
全
国
地
図
2
』

の
兵
庫
県
一
地
の
リ
語
尾
、
愛
知
県
一
地
の
リ
語
尾
も
レ
語
尾
と
併
存
し
て
い

る
。
た
だ
し
一
段
動
詞
の
レ
語
尾
命
令
形
は
言
っ
て
も
、
五
段
動
詞
の
α
命
令

形
を
言
わ
な
い
北
海
道
や
新
潟
市
に
は
、
リ
語
尾
命
令
形
は
創
出
さ
れ
て
い
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↑

い
。

 
と
こ
ろ
で
先
に
あ
げ
た
「
尾
張
知
多
半
島
の
一
小
方
言
の
敬
語
法
」
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ

「
タ
ベ
リ
」
と
と
も
に
「
入
り
リ
ン
」
、
「
起
キ
リ
タ
」
も
見
え
て
い
て
、
江
端
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氏
は
「
上
述
の
連
用
形
で
の
尊
敬
表
現
法
は
“
オ
…
…
ア
ル
”
の
一
派
形
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
言
わ
れ
る
。
リ
語
尾
命
令
形
の
成
立
事
情
は
単

純
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

 
さ
て
リ
語
尾
命
令
形
は
一
段
動
詞
に
言
う
ば
か
り
で
な
く
、
サ
変
動
詞
を
「
シ

リ
i
」
、
「
セ
リ
ー
」
と
言
う
所
も
点
々
と
あ
る
。
こ
れ
を
言
わ
な
い
地
域
の
学

生
が
、
ま
ね
た
つ
も
り
で
、
五
段
動
詞
の
連
用
形
に
も
「
リ
ー
」
を
添
え
て
「
読

ミ
リ
ー
」
と
言
う
の
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

 
ま
た
下
関
市
と
豊
浦
郡
で
は
、
「
起
キ
リ
ン
ナ
」
、
「
食
べ
リ
ン
ナ
」
な
ど
の

禁
止
形
も
聞
く
。
一
方
に
「
行
キ
ン
ナ
」
、
「
読
ミ
ン
ナ
」
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を

引
き
出
し
た
の
は
「
シ
ン
ナ
」
（
す
る
な
）
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
シ
ン
ナ
」
は
「
ス

ン
ナ
」
か
ら
出
て
い
る
。
「
ス
ン
ナ
」
は
「
す
る
な
」
の
音
変
化
事
象
で
あ
る
が
、

少
女
た
ち
は
命
令
の
「
シ
」
に
禁
止
の
「
ン
チ
」
を
添
え
た
よ
う
に
理
解
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
解
、
解
釈
が
「
起
キ
リ
ン
ナ
」
、
「
食
べ
リ
ン
ナ
」
な
ど

を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
福
岡
県
域
で
は
京
都
郡
豊
津
町
の
学
生
か
ら
聞
い
た

以
外
は
こ
れ
を
聞
い
て
い
な
い
。

お
 
わ
 
り
 
に

 
リ
語
尾
命
令
形
は
、
親
愛
の
情
を
託
す
に
ふ
さ
わ
し
い
命
令
形
を
求
め
て
創

出
さ
れ
た
。
い
っ
た
い
に
、
命
令
形
は
活
用
表
の
上
に
見
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

女
性
が
こ
れ
を
単
純
に
口
に
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
た
と
え
ば
「
オ
タ
ベ
ー

ネ
」
〈
長
門
域
〉
の
よ
う
に
尊
敬
の
接
頭
辞
を
冠
し
て
、
ま
た
「
タ
ベ
ナ
ハ
イ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
 
 
一
導

〈
豊
前
域
〉
の
よ
う
に
尊
敬
の
助
動
詞
を
添
え
て
用
い
た
。
「
タ
ベ
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ネ
」
の

よ
う
な
打
ち
消
し
問
い
か
け
形
式
、
あ
る
い
は
「
タ
ベ
テ
」
の
よ
う
な
懇
願
形

式
を
用
い
る
な
ど
、
命
令
表
現
に
は
さ
ま
ざ
ま
に
心
を
く
だ
い
て
き
て
い
る
。

リ
・
リ
ー
語
尾
命
令
形
の
考
察

五
段
動
詞
の
Ω
語
尾
命
令
形
、
一
段
動
詞
の
リ
（
一
）
語
尾
命
令
形
は
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
に
創
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
待
遇
表
現
の
簡
素
化
と
い
う
一
般
的

な
傾
向
と
歩
み
を
一
つ
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
山
口
県
下
の
半
弓
地
区
、
ま
た
九
州
北
部
の
状
況
を
リ
（
i
）
語
尾
命
令
形

の
使
用
に
限
っ
て
言
え
ば
、
若
年
女
性
か
ら
中
高
年
層
に
使
用
者
層
を
広
げ
て

い
る
。
年
輩
の
者
か
ら
若
い
人
々
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
く
一
般
的
な
状
況
と
は

逆
の
方
向
で
あ
る
の
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
近
年
は
若
年
男
性
に
も
用
い

ら
れ
て
い
る
。
お
お
む
ね
対
女
性
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
今
は
男
性

間
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
報
告
し
た
学
生
も
い
た
。
男
性
語
の
女
性
語
化
の

一
端
で
あ
ろ
う
か
。

 
リ
語
尾
命
令
形
は
ま
た
、
命
令
形
の
語
形
の
推
移
の
こ
と
も
考
え
さ
せ
る
。

『
方
言
文
法
全
国
地
図
 
2
』
の
一
段
動
詞
命
令
形
を
見
て
み
る
と
、
西
日
本

に
は
ヨ
語
尾
域
が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
イ
語
尾
域
も
あ
る
（
イ
語
尾
は
起
キ
ー
・

受
ケ
ー
の
よ
う
に
語
幹
と
融
合
し
て
い
る
）
。
一
方
東
日
本
と
九
州
の
肥
筑
域

と
に
は
ロ
語
尾
域
が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
レ
語
尾
域
が
あ
る
。
九
州
の
状
況
で

言
え
ば
、
こ
の
レ
語
尾
域
に
リ
語
尾
が
成
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
噛
ロ
ー
レ

ー
リ
と
推
移
し
て
い
く
状
況
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。

 
リ
（
i
）
語
尾
命
令
形
は
さ
ま
ざ
ま
の
考
察
を
待
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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